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概　　　　要
　当会議は、米国最大の工学系学会であるIEEEの一部会である「System, Man, and Cybernetics Society」
主催の年次大会である。一部会の大会とはいえ、世界４５カ国から１３０４件の論文（採択率70％）が発表さ
れ数千人が参加した。ヒューマン・マシーン・インターフェースに重きを置いた大会ではあるが、その他にもイ
ンテリジェントシステム、ファジー、パターン処理、バイオインフォマチックス等幅広い分野で発表がなされた。
　筆者は、”Human-Machine-System”セッションにおいて、「唾液中の生体内分泌物質によるPC作業ストレ
スレベルの評価」およびその応用研究として「ストレス生体反応モデルによるPC作業ストレス予測システム
の研究」について発表を行った。この研究は、生体情報の中で生体内に分泌される各種ホルモンや免疫物
質を心的ストレス評価指標として活用する研究であり、当会議においても唯一の研究手法・テーマであった。
実際、発表時において多くの参加者に興味を持って頂いたと実感できたが、「どのような仕組み・装置で生
体内の各物質を定量するのか」といった研究手法についての技術的な質問が多く寄せられた。　その他、大
会中の他のセッションや懇親会に参加し、脳波や心拍音等の従来の人間-機械インターフェースで数多く採
されてきた生体情報を用いた工学研究を行っている研究者と議論する機会を得たが、その多くの方にとって
本研究は新しい手法と受け入れられ、その議論の中で自分自身にとっても、本研究の世界的な位置付けや
将来の方向性について実質的な知見を得ることができた。


